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＠事務総局の位置づけ	

☆３課７局体制	

１）最高裁事務総局とは	
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第12条 （司法行政事務） 　最高裁判所が司法行政事務を行うのは、裁判	

　官会議の議によるものとし、最高裁判所長官が、これを総括する。	

　２ 　裁判官会議は、全員の裁判官でこれを組織し、最高裁判所長官が、	

　その議長となる。	

最高裁裁判官会議には、15人の最高裁裁判官のほか、事務総長と秘書課

長らが出席。	

＠裁判所法の関連規定	

＠最高裁判所裁判官会議規程	

（昭和22年9月22日最高裁判所規程第１号）	

第９条　最高裁判所事務総長は、裁判官会議に出席して意見を述べること	  
　ができる。〔後略〕	

第13条 （事務総局） 　最高裁判所の庶務を掌らせるため、最高裁判所に	

　事務総局を置く。	

第10条　裁判官会議において適当と認めるときは、最高裁判所の裁判官で	

　ない者の出席を求めて説明又は意見を聴くことができる。	

2013.8.26＠北大	  
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「裁判官会議は、原則として毎週水曜日の一〇時半から開かれることにな

ており、三宅坂そして皇居のお堀に面した裁判官棟四階の、第一小法廷裁

判官室の並びにある会議室で行われる。〔中略〕会議は、円卓に坐した一

五人の全裁判官によって行われるが、事務総長及び秘書課長のほか、そ

の時の議題に関連する事項の担当局長が手前の机に控える。入り口を

入って右手の壁を背にした中央に、議長である長官が座り、そこから時計と

逆回りに、任官順に各裁判官の席が定められている。つまり長官を除き最

先任の裁判官が長官席（議長席）の右隣に座り、新任裁判官が長官の左隣

に座ることになる。裁判官は、次々と定年退官し〔中略〕その都度、自席は	

左にずれて行く。目の前の景色も変わって行

き、新任後少しすると、正面の窓外に皇居の

緑を見る〔中略〕事務総局側の説明が後ろか

ら聞こえて来るといういささか気持ち悪い位置

に来ることになる。〔中略〕先任順にして五〜

六番目の位置に来ると、正面に事務局連中

の顔を見るが、しかし窓外の緑は全く見えな

いという、名付けて「窓際族」の仲間入りをす

るのである。」藤田（2012：31-‐32）	

	  

出所：最高裁HP	

＠最高裁裁判官会議の現場	 2013.8.26＠北大	  
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＠現在の事務総局幹部リスト	

Cf.）「事務総長をやらないと、〔最高裁〕裁判官会議で発言できない。」	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千種秀夫元最高裁判事・談、2013.7.17）	

＠本報告で取り上げる幹部ポスト	

事務総長、総務局長、人事局長、経理局長、民事局長兼行政局長、刑事局

長、家庭局長	
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２）最高裁事務総長	

第53条 （最高裁判所事務総長） 　最高裁判所に最高裁判所事務総長一	

　人を置く。	

　２ 　最高裁判所事務総長は、最高裁判所長官の監督を受けて、最高裁	

　判所の事務総局の事務を掌理し、事務総局の職員を指揮監督する。	

＠裁判所法の関連規定	

『官報』2012年4月11日。	

2012年3月27日付	

「命ずる」「補する」ではなく「任命する」	

☆事務総長は裁判官ではなく事務官	

『官報』2011年2月2日。	

Cf.）2011年1月27日付	

2013.8.26＠北大	  
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事務総長が就任時に記者会見し、

それがマスメディアで報じられた

のはおそらくはじめて。	

最高裁の変化を示す？	

「最高裁刑事局長や同人事局長」	

より正確には、「最高裁事務総局
刑事局長や同人事局長」＝最高
裁事務総局という役所の幹部ポ
スト	

Cf.)	  新たな最高裁裁判官が就

任する際は必ず記者会見が報

じられる。	

☆事務総局の幹部には裁判官が
必ず就く。	

＠大谷直人事務総長の就任記者会見記事	

『朝日新聞』2012年3月28日。	

2013.8.26＠北大	  
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1952.6　栃木県生まれ	  
1974.9　司法試験合格	

1975.4　司法修習生（29期）	

1980.7　事務総局刑事局付	
1983.4　書記官研修所教官	

1986.4　富山地・家裁判事補	

1987.4　富山地・家裁判事	

1989.4　最高裁調査官	
1994.4　東京地裁判事	
1995.4　司法研修所教官	
1998.4　事務総局刑事局第１・３課長	
2000.4　東京高裁判事	

2001.4　東京地裁部総括判事	
2002.9　事務総局秘書課長兼広報課長	
2005.1　事務総局刑事局長兼最高裁図書館長	

2007.1　事務総局人事局長	

2011.1　静岡地裁所長	 2012.3　最高裁事務総長	

☆任官から今年４月までの35年間で、
現場の裁判に携わったのは約10年、
裁判をしなかったのは約25年。	

7	

☆裁判官というより司法官僚	

1975.3　東大法卒	

＠大谷氏が事務総長になるまで	

1977.4　修習終了・判事補任官、初任地は東京地裁	

司法研修所	

2013.8.26＠北大	  
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＠大谷事務総長の経歴的特徴	

①東大現役合格かつ東大在学中に司法試験合格（29期77人中8人）。	

②初任地が東京地裁で、初任あけが局付。	

8	

1952.6生まれ→1974.9司法試験合格（22歳）→1975.4司法修習生。	

幹部候補生と目されている証拠。	

『産経新聞』2012年1月23日。	

「津崎守」東京地裁→人事局付	

2013.8.26＠北大	  
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③東京高裁管内から出たことは富山地・家裁勤務の１回だけ。	

④「三冠王ポスト」のすべてに就任。	

例外的優遇。一度は北海道か南九州・沖縄に赴任するのが通常。	

事務総局課長・課長、最高裁調査官、司法研修所教官	

例）竹﨑博允・最高裁長官	
1969.4　東京地裁判事補	
1972.4　広島地裁	
1974.4　司法研修所付	
1977.4　鹿児島地家裁名瀬支部	
1978.4　東京地裁	

たけさき・	
ひろのぶ	
（1944- ）	

⑤秘書課長ポストを経験。	
「〔事務〕総局で本当に必要なのは、長官、事務総長、事務次長、それか

ら総務・人事・経理の各局長、それと秘書課長です。その線さえ押さえて

おけば、人的関係の形成には支障がないんです」矢口（2004：151）	

⑥事務総局人事局長ポストを経験。	

「〔事務〕総局には〔中略〕七局があったが、裁判官、書記官、事務官の人

事を統轄する人事局が最も重大な案件を抱えており」石川（2006：174）	

⑦高裁長官、最高裁判事になるのはほぼ確実。最高裁長官も。	

2013.8.26＠北大	  
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西川（2011：245）に加筆。	

＠歴代事務総長	

＠就任者のキャリアパスの共通性	

男性	 →東大か京大を卒業	 →事務総局の局付and/or課長に就任	

→事務総局の官房事務部局の局長に就任（千種は例外）	

→東京高裁管内か大阪高裁管内の地家裁所長に就任（3人は「飛び級」）	

→就任後は東京、大阪、名古屋のいずれかの高裁長官に就く（千種は例外）	

→その後は最高裁判事に（未就任は勝見と川嵜のみ）	

2013.8.26＠北大	  
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３）事務総局官房事務部局局長	

官房事務部局：	  
　　　　総務局、人事局、経理局	

＠歴代総務局長	�$-�=6@����&�&��/
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西川（2011：246）	

級班	  
記号	  

官房事務部局	 事件関係事務部局	

局付	 課長	 局付	 課長	

Ｓ１	 ○	 ○	

Ｓ２	   ○	 ○	

Ｓ３	 いずれか一つ	

〈凡例〉	
2013.8.26＠北大	  
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→事務総局の局付and/or課長に就任	

→就任後はほとんどが東京高裁管内の地家裁所長に進む。	

→その後は「要職４ポスト」のいずれかを経て、高裁長官、最高裁判事へ。	

Ｃｆ.）「要職４ポスト」	

☆職業裁判官出身の最高裁裁判官は	  
　必ずこの４ポストのいずれかを経由する。	

事務総長、司法研修所長、首席調査官、法務省民事局長	

現職最高裁裁判官	 「要職４ポスト」就任歴	

竹﨑 博允 長官	 事務総長	

金築 誠志 判事	 司法研修所長	

千葉 勝美 判事	 首席調査官	

白木  勇   判事	 未就任	

大谷 剛彦 判事	 事務総長	

寺田 逸郎 判事	 法務省民事局長	

日本国憲法下で司法修習

を終了した裁判官出身の最

高裁裁判官	

矢口洪一（輪1）〜寺田逸郎
（26）：29人	

そのうち「４ポスト」未就任は4人。	

大内恒夫（輪2）、四ッ谷巌

（1）、町田顕（13）、白木勇

（22）	

＠就任者のキャリアパスの共通性	

男性	 →東大か京大を卒業（ただし、直近２人は国公立大）	

2013.8.26＠北大	  
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＠歴代人事局長	

西川（2011：246）に加筆。	
＠就任者のキャリアパスの共通性	

男性	 →東大か京大を卒業	 →事務総局の局付と課長の両方を経験。	

→就任後はほとんどが東京高裁管内の地家裁所長に進む（堀籠は「飛び級」）。	

→その後は必ず事務総長（２人のみ司研所長）になる。	

→その後は必ず東京か大阪の高裁長官に（勝見のみ例外）。	

→その後はほぼ最高裁判事へ。ただし長官は矢口のみ。	

☆10人中８人が「Ｓ１」=官房事務部局の局付と課長の両方を経験。	
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＠歴代経理局長	�%/�@;C����(�'!�3
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西川（2011：247）に加筆。	
＠就任者のキャリアパスの共通性	

男性	 →東大か京大を卒業（例外は直近の垣内のみ）	

→事務総局の局付 and/or 課長を経験（原田は例外）。	

→就任後はほとんどが東京高裁管内の地家裁所長に進む（「飛び級」２人）。	

→その後は事務総長に進むのは約半分だが、いずれにせよ高裁長官になる。	

→最高裁には約半分しか進めないが、３人の最高裁長官を輩出している。	

2013.8.26＠北大	  
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３）事務総局事件関係事務部局局長	

事件関係事務部局：民事局、刑事局、行政局、家庭局	

☆民事局長は行政局長を兼務→３局長ポスト	
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L ��: KSMK 3 �� R UM KSRKIMIK KSRMIQIKN )� ��6B �CH)� V 82�CU

M �=Y0 KSMN 3 �� KJ UM KSRMIQIKO KSRRILILR �C V 
�H�C V

N /T . KSMS 3 �� KO UK KSRRILILS KSSJIMIKN )� ��6B )� W ���CU

O 	�Y KSMS 3 �� KP UL KSSJIMIKO KSSNIKLILJ )� F#<+� 
�H)� W

P 4��D KSNM 3 )� LJ UM KSSNIKLILK KSSSILIKJ )� V V V �E?�

HG �8�7 KSNP 3 )� LN UK KSSSILIKK LJJMIKILM )� F#<+� 
� W

HH ��D� KSNS 3 )� LP UL LJJMIKILN LJJNISIKL )� 9��CU

HI E*$ KSOJ 3 )�� LR UM LJJNISIKM LJJPISIR V 9��CUZ���-�

HJ �/�� KSOM 3 �� MK UL LJJPISIS LJJSIRIK )� TTTTTTTTTT>�"<�9�5�"CU

HK )B& KSOQ 3 )� MN UL LJJSIRIM LJKJIQIP )� 82�CU

HL .A�@ KSOP 3 )� MO UM LJKJIQIQ YW

＠歴代民事局長兼行政局長	

西川（2011：247）に加筆。	
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＠就任者のキャリアパスの共通性	

男性	 →東大か京大を卒業（例外は高橋のみ）	

→事務総局の局付 and/or 課長を経験（例外は西山のみ）。	

→就任後は全員が東京高裁管内の地家裁所長に進む。	

→その後は４人が首席調査官に進んでいる。事件局のためか。	

→事件局を経ずに最高裁入りしたのは二人だけ。	

Ｃｆ.）事務総長にも３人が進んでいるが、いずれも官房局を経由している。	

＠局長就任者は東京高裁管内のどの地家裁所長に就くか	

-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐	

地家裁名	 就任
者数	

地家裁名	 就任
者数	

地家裁名	 就任
者数	

地家裁名	 就任
者数	

東京地	 6	 さいたま家	 1	 宇都宮地	 4	 静岡家	 0	

東京家	 6(1)	 千葉地	 8	 宇都宮家	 0	 甲府地家	 10(1)	

横浜地	 3(1)	 千葉家	 3	 前橋地	 9(1)	 長野地家	 2	

横浜家	 2	 水戸地	 5	 前橋家	 0	 新潟地	 0	  

さいたま地	 6	 水戸家	 0	 静岡地	 6	 新潟家	 2(1)	  
*赤字は家庭局長就任者で、(	  	  	  )内は内数。	

2013.8.26＠北大	  
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��&�528���
 ����(

67* �� �� �	 �'�� � �� � � � �# $"=<:; )#(� �) �!

, �A�C OWPQ 9 .�� P YQ Z OWUQMTMQN OWUSMUMOR �FK.� Z >�K��� 	IB�

- ��] OWPP 9 .� P YQ Z OWUSMUMOS OWVNMPMOW ���5�

. /7G2 OWPT 9 .� Q XO [ OWVNMPMPN OWVOMPMT .� �=(E Z Z

/ �D%H OWQN 9 �� U XO [ OWVOMPMU OWVSMWMQN �F �=(E �F [

0 ��]< OWQP 9 .� ON YP Z OWVSMONMO OWVWMVMPR .� Z ,# Z

1 �8�C OWQV 9 .� OT YP [ OWVWMVMPS OWWRMQMPO .� �=(E ��K�F \

2 J1;� OWRQ 9 .� PN XO [ OWWRMQMPP OWWUMVMQ �� Z Z Z

3 :+]� OWRS 9 .� PP YP [ OWWUMVMR PNNOMWMOS .� Z &�K.� [

4 �D"�C OWRT 9 .� PR YQ [ PNNOMWMOT PNNSMOMPU .� �=(E >�K�F Z

,+ �%�� OWSP 9 .� PW YP [ PNNSMOMPV PNNUMOMOR .� ��@E ���(9

,, �!3) OWRW 9 ���� PW XO [ PNNUMOMOS PNONMOMPQ .�

,- 0-]? OWSS 9 .� QR YP Z PNONMOMPS PNOQMOMU .�

,. � $' OWSU 9 �� QS YP [ PNOQMOMV ][

L_�`a�6=
(*�4^
西川（2011：248）に加筆。	

＠歴代刑事局長	

＠就任者のキャリアパスの共通性	

男性	 →東大か京大を卒業（例外は３人、うち１人は私大卒）	

→事務総局の局付 and/or 課長を経験してない者も４人いる。	

→就任後はほとんどが東京高裁管内の地家裁所長に進む（例外は２人）。	

→その後は半分が司研所長に進む。すべて司研教官経験者。	

→最高裁には約半分しか進めない。	
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��'�75:����"����*

89, �
 �� �� �(� �  � � � ��% &$?><= +%*� �+ �#

. 8�6 BJCC 4 ,� D LC BJHC@C@CG BJHH@E@J "� ���/�

/ 	��) BJCG 4 ,� F KC BJHH@E@BA BJIA@D@BA �= M �= M !��*;

0 .�!�< BJCJ 4 �� G LC BJIA@D@BB BJID@D@DB ,�?�= M ��?���?,� M

1 21&�< BJCJ 4 ,� J LC BJID@E@B BJIH@D@B ,� M 5� M 	>;�

2 '�7< BJDF 4 ,� BC LB BJIH@D@C BJIJ@BB@B ,� M M M 	>;�

3 �3O� BJDC 4 ���� BF LC BJIJ@BB@C BJJC@BB@BB �=?,� M M M 	>;�

4 (+O9 BJDH 4 �� BI LC BJJC@BB@BC BJJH@BB@C ,� M M M 	>;�

5 �
�� BJEG 4 ,� CD LC BJJH@BB@D CAAC@BB@CJ ,� M 5�?,� M

6 ��O% BJEI 4 ,� CG LC CAAC@BB@DA CAAF@BC@BJ ,� M * M 	>;�

.- �)-�$ BJEJ 4 �� DB LD CAAF@BC@CA CAAJ@I@BF �=

.. :0�# BJFH 4 ,� DE LD CAAJ@I@BH CABD@F@B

./ ���< BJGA 4 ,� DI LC CABD@F@C OON

＠歴代家庭局長	

西川（2011：248）に加筆。	
＠就任者のキャリアパスの共通性	

男性	 →東大か京大を卒業（例外は２人、うち１人は私大卒）	

→事務総局の局付 and/or 課長を経験している（例外は１人）。	

→就任後は東京か大阪高裁管内の地家裁所長に進む（例外は１人）。	

→高裁長官にはなれるが、「要職４ポスト」には進めない。	

→半数は依願退官する。	 ＝最高裁入りはできない。	

2013.8.26＠北大	  
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＠局長の横滑り関係	
�$�% ������
��!��
���

�� �� �� �� � ����
 �� �	

�� ����"��# �� � � � � �

����"��# � � � � � �

����"��# � � � � � �

��� ��&����"��# �� � � � � �

����"��# �� � � � � �

	���"��# �� � � � � �

西川（2011：65）に加筆。	

表の見方：横にみて網掛けの数字は、当該ポストに就任した後に別の局

長ポストに就いていた人数を示す。例）総務局長→　　 = 総務局長の後に

人事局長に就任。	

「初任」は、当該局長ポストがはじめて局長として就任した者の数。	

1	

事件局局長のあとに官房局局長に就任する。官房局局長の方が格上。	

人事局長には４人が他の局長経験者が横滑り。	 →事実上の筆頭局長	

民事局長兼行政局長からの横滑りが多い。	 →矢口洪一が「前例」	
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石川義夫（2006）『思い出すまま』れんが書房新社。	
黒木亮（2013）『法服の王国』産経新聞出版。	
西川伸一（2005）『日本司法の逆説』、（2011）『裁判官幹部人事の研究』五月書房。	
藤田宙靖（2012）『最高裁回想録』有斐閣。	
矢口洪一（2004）『矢口洪一オーラル・ヒストリー』政策研究大学院大学。	
ロ−、デイヴィッド S., 西川伸一訳（2013）『日本の最高裁を解剖する』現代人文社。	

「私が人事局長になるとは、思ってもみないことでした。それまでは、事務総

局の局長に横滑りということははいんです。私を人事局長にしたのは、ナイ

キ基地訴訟等の実績で、「あれに任せれば、ちゃんとやるだろう」ということ

でしょう。〔中略〕結局、ほかの人と較べてみて、自分で自分のことを言うの

は変ですけれども、ズバ抜けていたということでしょう。」矢口（2004：175）	

＠矢口洪一「ズバ抜けていた」	

まとめ：循環的な任命と昇進のパターン	

「人事局に勤務する裁判官Aが、裁判官Bと裁判官Cを人事局のポストに就

けるとしよう。すると次には、裁判官Bと裁判官Cが互いに出世して、ゆくゆく

は裁判官Aを裁判実務の世界を少しかじった後に司法行政ポストに連れ戻

すのである。」ロー（2013：20）	

@引用・参照文献	
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